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今年も暑い夏になりそうですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

当法人では 5 月２４日に令和 8 年度通常総会が開催され、令和７年度事業報告、令和８年度事業計

画が承認されました。今、総会に於いて８年間理事長を務められた平井紳一様が勇退され、後任として

私、成澤義次が理事長職を拝命致しました。 

当会の基本方針を踏まえて、利用者の意思と個性を尊重し自立的生活へのお手伝いができるよう努

力してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

今年度の大きな目標は、前理事長時代から継続しております新事業所建設の推進です。令和４年年

初にオール父の樹会に戴きました大口の寄付金からスタートして、関係者のご尽力等により、希望の土

地を購入することが出来ましたが、開発行為の手続きに長時間を費やしておりました。ようやく許認可の

目途が立ちましたので、今秋には建設に取り掛かることが出来ると思われます。 

但し、資金面に於いて大幅な増額が必要となり、当初計画の障害児者の将来を守る父の樹会からの

ご支援だけでは足りず、今後の対応として関係各位からのご寄付及び法人としての借り入れ等を検討し

ております。当法人が継続して安定した事業を遂行していくには、越えなければならない事項ですので

皆様方にはご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ひだまり便り 

ひだまり理事長  成澤義次 理事長より

第 79 号  〈令和８年７月号〉 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 

ひ だ ま り 

理事長  成澤義次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだまりが運営する障害福祉サービス事業メープルリーフは、利用するご本人が会員として 

「ひだまり」と契約を結び利用します。また、ご利用者の保護者の方には賛助会員としてひだまり支

援をお願いしています。更にメープルリーフを利用しない父の樹会会員の方にも賛助会員加入の

呼びかけを行っています。 

今年度も、障害福祉サービス事業の他に、親なきあとの準備をすすめる勉強会、新事業所の建

設等を計画しております。当法人の理念、活動にご賛同いただける方は、賛助会員にご加入頂け

れば大変有難く存じます。ご協力いただける方は、ひだまり事務所までご連絡ください。 

◆賛助会費 ・・・ 一口 3,000円から何口でも結構です。 

◆振込先  ・・・・ ゆうちょ銀行 【 口座番号 】 00110-3-739401 

                       【 口座名称 】特定非営利活動法人ひだまり 

◆連絡先  ・・・・ ひだまり事務所  鈴木・久保井  ℡：043-258-8604 

 
＊昨年度ご協力いただいた方には、継続のお願いと振込用紙を同封させていただいております。 

本年度もご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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令和８年度ひだまり通常総会を開催しました
５月２４日、NPOひだまり令和８年度通常総会が開催され、すべての議案が承認されました。新年度

も障害福祉サービス事業、障害児者の将来を守る父の樹会運営受託、権利擁護事業、相談窓口とし

て、皆様の拠り所になれるよう運営に努めてまいります。今回は任期２年が経過し、下記の通りに役員が

改選されました。

 

 

 

 

 

今回の定期総会をもって、平井紳一理事長、田川正浩理事が退任されました。NPO ひだまりの設立

時より長きにわたりご尽力いただき、心より感謝申し上げます。 

新体制後も法人一丸となり、皆様のお役に立てますよう努めますので、今後も当法人の運営に御協

力いただきますようお願いいたします。 

 

理事長 ： 成澤義次       専務理事 ： 鈴木一好 

理 事 ： 木下順生     田代常光    高柳佳弘     山本茂     

髙﨑由美子   藤原千鶴    川口利加（新任）   

監 事 ：  田中章夫 

理事長退任の挨拶と御礼           平井紳一  

先日の通常総会において、理事長の職を退任することになりました。 

この 8年間を振り返りますといろいろなことが思い出されます。一番大きいのは、２年間にわたり、

コロナ禍の間の子供さん方への支援の充実と組織の運営や収支が難題でした。社会的に外での

活動が制限される中、行動援護や移動支援といった外での活動が充分出来なくなり不安を抱えま

した。 そんな中私が一番嬉しかったのは、この８年間で職員が一人も退職することなく、コロナに

かかっても意欲的に復帰してくれたことです。これもひとえにご利用者の親御さん、賛助会員の皆

様方から暖かい感謝と励ましの言葉を頂いたからと、感謝致しております。これからも今まで通りご

支援を宜しく願い致します。最後に皆様方のご健康とご健勝を祈願して、挨拶とさせて頂きます。

誠にありがとうございました。  

ひだまり理事退任のご挨拶           田川正浩 

2004年、定年退職と同時にひだまり理事に就任し、この程退任しました。 

 ひだまりの運営に当たっては、当時、小関理事長とともに、職員が心身ともに健康でなければ、利

用者さんに良いサービスは提供できないと「職員第一主義」の方針の下、職員がのびのびと働きや

すい環境づくりに努めました。対応が難しい強度行動障害児者への支援で、千葉県で最も信頼され

る事業所に育ったことはうれしいかぎりです。「親なき後は、親あるうちに」のひだまり勉強会の継続

開催も意義深いと思います。人生の後半に、充実した時を過ごすことができたのは、息子の存在が

あったからで、彼に“感謝”です。 

 

 


